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町
の
岩
瀬
牧
場
が
モ
デ
ル
と
な

っ
た
唱
歌
「
牧
場
の
朝
」
の
歌
碑

建
立
か
ら
40
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
、
12
月
３
日
㈰
に
町
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ほ
が
ら
か
ん
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、「
牧
場
の
朝
」

の
作
詞
者
や
、
岩
瀬
牧
場
が
モ
デ

ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
経

緯
に
つ
い
て
ま
と
め
た
動
画
を
放

映
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
出
身
の

テ
ノ
ー
ル
歌
手
佐
藤
慈
雨
さ
ん
、

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
加
藤
美
帆
さ
ん

と
共
に
、
参
加
者
約
２
０
０
人
が

唱
歌
「
牧
場
の
朝
」
を
歌
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
唱
歌
コ
ン
サ
ー

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
県
国
際
交
流
協

会
「
多
文
化
共
生
国
際
交
流
人
材

バ
ン
ク
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
森

田
美
穂
さ
ん
が
ア
ン
ク
ル
ン
と
呼

ば
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
竹
製
の

打
楽
器
で
、「
牧
場
の
朝
」
を
演

奏
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
実
際

に
楽
器
の
演
奏
を
体
験
し
た
り
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「鏡石の誇り」継承誓う
「
牧
場
の
朝
」
歌
碑
建
立

40
周
年
の
つ
ど
い

ア
ン
ク
ル
ン
を
演
奏
す
る
森
田
さ
ん

美
し
い
歌
声
を
披
露
し
た
加
藤
美
帆

さ
ん
（
右
）
と
佐
藤
慈
雨
さ
ん

町 議 会 定 例 会町 議 会 定 例 会

第 ２回

　 議案など 17件を議決

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置

付
け
が
、
２
類
か
ら
５
類
に

移
行
さ
れ
て
半
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日

常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
感
染
力

が
強
く
、
収
束
に
至
っ
て
い

な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
現
在
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お

り
、
同
時
流
行
の
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
適
切
な
感
染
防

止
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
主
要
事
業
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
年

で
設
立
40
周
年
を
迎
え
た
東

京
か
が
み
い
し
会
の
記
念
式

典
を
株
式
会
社
八
芳
園
で
11

月
25
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
12
月
３
日
に
は
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念

事
業
と
し
て
「
牧
場
の
朝
」

歌
碑
建
立
40
周
年
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
か
ら

初
回
接
種
が
完
了
し
て
い
る

生
後
６
か
月
以
上
の
す
べ
て

の
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
令

和
５
年
秋
開
始
接
種
と
し
て

集
団
接
種
及
び
個
別
接
種
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

駅
東
第
１
土
地
区
画
整
理

事
業
で
は
、
第
３
工
区
の
保

留
地
10
箇
所
の
販
売
の
募
集

を
行
い
、
一
般
販
売
８
区
画

に
つ
い
て
は
、
全
て
を
売
却

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。　

　

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
の
借

俣
池
浚
渫
工
事
に
つ
い
て
は
、

順
調
に
施
工
中
で
あ
り
ま
す

が
、
本
工
事
に
あ
た
り
借
俣

池
を
落
水
し
て
の
工
事
と
な

る
こ
と
か
ら
、
隣
接
の
農
業

用
ハ
ウ
ス
で
作
物
を
栽
培
し

て
い
る
方
へ
栽
培
の
休
止
を

お
願
い
し
て
お
り
、
そ
の
分

の
補
償
金
の
補
正
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

空
家
対
策
事
業
で
は
、
空

家
等
対
策
計
画
の
も
と
、
空

家
等
所
有
者
へ
の
支
援
や
、

緊
急
安
全
措
置
等
の
対
策
を

関
係
課
・
機
関
と
連
携
し
進

め
て
い
き
ま
す
。

町
長
説
明
要
旨

町
長
説
明
要
旨

　

第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
12
月

13
日
㈬
か
ら
19
日
㈫
ま
で
の
７
日

間
で
開
催
さ
れ
、
議
案
な
ど
17
件

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、

今
回
の
議
会
で
議
決
さ
れ
た
主
な

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
２
億
４
０
６
７
万
６
千
円
が

増
額
さ
れ
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
そ
れ
ぞ
れ
69
億
９
５
６
９
万

５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
対
象
世

帯
１
世
帯
当
た
り
７
万
円
を
一
括

支
給
す
る
低
所
得
世
帯
支
援
価
格

高
騰
重
点
支
援
追
加
給
付
事
業
に

７
９
１
８
万
円
、
障
が
い
者
自
立

支
援
事
業
に
４
２
７
３
万
円
、
借

俣
池
浚
渫
工
事
施
工
中
の
隣
接
ハ

ウ
ス
で
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
農

家
へ
の
補
償
金
と
し
て
１
３
２
０

万
円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業
と
し
て
２
３
０
０
万
円
、

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
が

５
３
５
１
万
円
の
増
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
な
ど
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

低
所
得
世
帯
支
援
、
障
が
い

者
自
立
支
援
な
ど
予
算
増
額

　令和６年１月４日㈭から、産業課及び農業委員会の執務場所が、役場庁舎１階から町勤労青少
年ホームに移転します。
　電話番号の変更はありませんが、FAX番号が「0248-62-2550」に変更となります。
　これに併せて、企画財政課の執務場所が役場庁舎２階から１階に移転します。

産業課・農業委員会・企画財政課の執務室移転について

●問い合わせ先　産業課　☎ 62–2118　企画財政課　☎ 62-2117

　鏡石町中央 245番地
　☎ 0248-94-8110
　　（営業時間９時～ 19時）
　　定休日：毎月第２火曜日
　※営業時間は変更する場合が
　　あります。

鏡石まちの駅

かんかんてらす

加
藤
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
に
合
わ
せ
て
「
牧
場
の
朝
」
を
歌
う
参
加
者

ア
ン
ク
ル
ン
に
つ
い
て
説
明
す
る

森
田
さ
ん

　　　　　　鏡石町公式 LINE

「友だち登録」は
こちらから

①町からのお知らせや緊急情報
　を発信！
②あなたの質問に「AI」がお答
　えします！
③必要な情報だけ選んで受信で
　きます！

町の情報をお届け！


